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二
〇
一
九
年
度 

 
明
治
大
学
校
友
会
世
田
谷
区
地
域
支
部 

 
定
時
総
会
報
告 

 

二
〇
一
九
年
四
月
十
三
日
（
土
）
に
開
催
し
た
世
田

谷
区
地
域
支
部
総
会
お
よ
び
記
念
講
演
会
・
懇
親
会
は
、

左
記
の
と
お
り
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ご
多
用
の
中
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
集
戴
き
ま
し
た
。

会
員
相
互
の
親
睦
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
こ
こ

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

世
田
谷
区
地
域
支
部
長 

 

永
井 

伸
彦 

 
 

幹
事
長 

 

田
中 

雅
和 

 
 

 
 

第
一
部 

定
時
総
会(

紫
紺
館
三
階
会
議
室
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

十
四
時
四
十
五
分
～
十
五
時
三
十
分 

議 

事 

 

⑴ 

二
〇
一
八
年
度
事
業
及
び
会
務
報
告 

 
 
 
 

事
業
お
よ
び
会
務
・
講
演
に
つ
い
て
・
企
画
に

つ
い
て 

 

⑵ 

二
〇
一
八
年
度
収
支
決
算
報
告 

 

⑶ 

二
〇
一
八
年
度
監
査
報
告 

 

⑷ 

二
〇
一
九
年
度
事
業
及
び
会
務
計
画
（
案
） 

 

⑸ 

二
〇
一
九
年
度
収
支
予
算
（
案
） 

⑹ 

二
〇
一
九
年
度
役
員
に
つ
い
て 

⑺ 

そ
の
他 

以
上
の
す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

第
二
部 

公
開
講
演
会(

紫
紺
館
三
階
会
議
室
） 

 
 
 
 
 
 
 

十
五
時
四
十
五
分
～
十
六
時
四
十
五
分 

萩
原
一
郎
先
生 

明
治
大
学 

研
究
・
知
財
戦
略
機
構 

特
任
教
授 

先
端
数
理
科
学
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
前
所
長 

 

「
自
動
運
転
社
会
と
Ａ
Ｉ
」 

明
治
大
学
は
国
内
外
に
お
け
る
先
駆
け
と
し
て
、
昨

年
四
月
に
自
動
運

転
社
会
総
合
研
究

所

を

設

立

。

技

術
・
法
律
・
保
険
・

地
域
創
生
の
四
部

門
を
中
心
に
研
究

活
動
を
開
始
し
ま

し
た
。
今
回
の
講

演
で
は
そ
の
取
り

組
み
を
中
心
に
、

自
動
運
転
と
Ａ
Ｉ

と
い
う
最
先
端
の

テ
ー
マ
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

 

 
第
三
部 

懇
親
会
（
紫
紺
館
六
階
「
ラ
ウ
ン
ジ
明
治
」
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
七
時
～
十
九
時 

 

定
時
総
会
・
公
開
講
演
会
に
出
席
さ
れ
た
方
を
中
心
に

懇
親
会
を
行
い
ま
し
た
。
途
中
、
お
楽
し
み
抽
選
会
や
チ

ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
加
わ
り
歓
談
の

場
も
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
最
後
は
参
加
者
全
員

が
ひ
と
つ
の
輪
に
な
っ
て
の
校
歌
斉
唱
と
エ
ー
ル
で
締
め

ま
し
た
。 

  

総
会
・
懇
親
会
後
の
二
次
会
に
つ
い
て 

 

総
会
・
懇
親
会
で
親
睦
を
深
め
た
校
友
や
お
仕
事
等
で

総
会
・
懇
親
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
校
友
と
共
に
、
場

所
を
移
し
て
二
次
会
（「
水
の
和
座 

山
葵 

御
茶
ノ
水
店
」

十
九
時
三
十
分
～
二
十
一
時
三
十
分
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

在
学
生
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
さ
ら
に
親
睦
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

二
〇
一
九
年
度 

 

明
治
大
学
校
友
会
世
田
谷
区
地
域
支
部 

 

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ 

 
 

世
田
谷
区
地
域
支
部
で
は
、
こ
の
秋
か
ら
冬
に
か

け
て
校
友
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト

を
多
数
企
画
し
て
お
り
ま
す
。 

 
 

初
め
て
の
ご
参
加
、
お
ひ
と
り
で
の
ご
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。
イ
ベ
ン
ト
へ
の
ご
参
加
を
通
し
て
、「
明

治
で
ひ
と
つ
」
で
あ
る
こ
と
を
体
感
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

■
東
京
六
大
学
野
球
応
援
観
戦
＆
懇
親
会 

 
 
 

今
春
、
三
十
八
年
ぶ
り
に
大
学
日
本
一
に
輝
い
た
硬 

式
野
球
部
を
神
宮
で
共
に
応
援
し
ま
し
ょ
う
。 

二
〇
一
九
年
九
月
二
十
八
日
（
土
） 

 
 
 

対
早
稲
田
大
学
一
回
戦 

応
援
観
戦
・
懇
親
会
の
詳
細
・
申
込
方
法
は
同
封
の 

「
お
知
ら
せ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
競
馬
鑑
賞
の
集
い 

 
 
 府

中
の
東
京
競
馬
場
来
賓
室
で
の
鑑
賞
と
な
り
ま
す
。 

二
〇
一
九
年
十
一
月
開
催
予
定 

詳
細
・
申
込
方
法
は
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 
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■
早
明
ラ
グ
ビ
ー
観
戦 

 
 
 

 
伝
統
の
一
戦
「
明
早
戦
」
を
世
田
谷
区
地
域
支
部 

の
校
友
と
熱
く
応
援
い
た
し
ま
す
。 

二
〇
一
九
年
十
二
月
一
日
（
日
） 

応
援
観
戦
の
詳
細
・
申
込
方
法
は
同
封
の
「
お
知
ら
せ
」 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 ■
世
田
谷
区
地
域
支
部
新
年
会 

 
 
 

 

年
の
初
め
の
御
顔
合
わ
せ
と
な
り
ま
す
。
奮
っ
て 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

二
〇
二
〇
年
一
月
二
十
五
日
（
土
） 

十
八
時
～
二
十
時 

会
場
：
銀
座
ア
ス
タ
ー
三
軒
茶
屋
賓
館 

会
費
：
六
五
〇
〇
円 

詳
細
・
申
込
方
法
は
別
途
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

  

新
役
員
紹
介 

 

今
年
四
月
に
校
友
会
世
田
谷
区
地
域
支
部
の
若
手
役
員

に
任
命
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
、
山
口
智
胡(

や
ま
ぐ
ち 

ち
こ)

と
申
し
ま
す
。
役
員
の
皆
様
に
は
「
ち
こ
ち
ゃ
ん
」

と
い
う
愛
称(

本
名
の
ま
ま
で
す
が
・
・
・
笑)

で
可
愛
が

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
お
見
知
り
お
き

く
だ
さ
い
！ 

 

今
回
は
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

S
E
T
AG
A
Y
A 
C
A
LL

を
ご

覧
の
皆
様
に
簡
単
に
自
己
紹
介
と
、
今
後
校
友
会
世
田
谷

区
地
域
支
部
を
ど
の
よ
う
な
場
に
し
て
い
き
た
い
か
と
い

う
部
分
を
お
伝
え
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

       

■
自
己
紹
介 

Ｑ
．
出
身
地
と
幼
少
期 

 

一
九
九
一
年
青
森
県
弘
前
市
生
ま
れ
。
生
粋
の
青
森
県

民
と
し
て
卓
球
に
打
ち
込
ん
で
き
た
小
学
校
、
中
学
校
時

代
。
青
森
山
田
の
方
々
と
練
習
し
て
い
る
時
期
も
あ
っ
た

た
め
、
隣
の
卓
球
台
に
福
原
愛
ち
ゃ
ん
が
い
た
の
が
懐
か

し
く
感
じ
ま
す
。
私
自
身
も
全
国
大
会
経
験
者
で
す
！
卓

球
好
き
な
方
、
ぜ
ひ
一
緒
に
卓
球
し
て
く
だ
さ
い
！ 

高
校
は
地
元
の
弘
前
高
校
に
入
学
し
、
卓
球
部
と
ア
ナ
ウ

ン
ス
部
に
所
属
。
実
は
、
春
の
甲
子
園
の
ウ
グ
イ
ス
嬢
は

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
全
国
放
送
コ
ン
テ
ス
ト
で
ト
ッ
プ
テ
ン
に
入
賞

し
た
方
の
中
か
ら
毎
年
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
弘
前
高
校
で

は
過
去
に
二
度
ウ
グ
イ
ス
嬢
が
選
出
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ

に
憧
れ
て
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
へ
入
部
す
る
も
夢
叶
わ
ず
…
。 

 

Ｑ
．
明
治
大
学
で
所
属
し
て
い
た
サ
ー
ク
ル
は
？ 

 

東
京
大
学
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
に
所
属
。
当
時
、

東
日
本
大
震
災
が
起
き
、
東
北
を
盛
り
上
げ
る
イ
ベ
ン
ト

が
多
数
開
催
さ
れ
、
そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
支
部
長
の
永

井
さ
ん
で
し
た
。 

 

Ｑ
．
仕
事
は
何
を
し
て
い
る
の
か
？ 

 

一
社
目
は
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
リ
サ
ー
チ
業
界
の
ベ
ン

チ
ャ
ー
企
業
に
営
業
職
と
し
て
入
社
。
約
六
十
社
の
ク
ラ

イ
ア
ン
ト
の
商
品
企
画
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
支
援
、
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
立
ち
上
げ
な
ど
の
運
用
構
築
部
分
の
ご
支
援

を
し
て
き
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
Ｉ
Ｔ
、
医
療
特
化
型
の
人
材
サ
ー
ビ
ス
を
主

幹
事
業
と
し
て
い
る
レ
バ
レ
ジ
ー
ズ
株
式
会
社
に
て
中
途

採
用
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
自
社
の

営
業
、
マ
ー
ケ
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
採
用
を

す
る
た
め
の
採
用
戦
略
策
定
を
担
当
。「
レ
バ
テ
ッ
ク
」
と

い
う
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
転
職
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
展
開
し
て
い
る
の
で
す
が
、
実
は
業
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン

の
サ
ー
ビ
ス
と
な
っ
て
お
り
ま
し
て
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
の
採
用
に
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た

ら
是
非
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

Ｑ
．
ち
ょ
っ
と
だ
け
自
慢
し
た
い
こ
と
は
？ 

 

ね
ぶ
た
祭
り
が
好
き
す
ぎ
た
結
果
、
二
〇
一
六
年
に
「
ミ

ス
ね
ぶ
た
グ
ラ
ン
プ
リ
」
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
国

内
外
に
ね
ぶ
た
祭
り
を
広
め
る
青
森
県
の
観
光
大
使
と
し

て
活
動
し
、
タ
イ
で
行
わ
れ
たJapan Expo

や
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
で
行
わ
れ
た

Nebuta Festival

に
参
加
。
国
内
で

は
、
毎
年
東
京
ド
ー
ム
で
行
わ
れ
て
い
る
、
ふ
る
さ
と
祭
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り
に
て
ね
ぶ
た
祭
り
の
魅
力
に
つ
い
て
伝
え
て
い
ま
し
た
。 

た
ん
だ
、
じ
ゃ
わ
め
ぐ
祭
り
さ
な
っ
て
る
は
ん
で
遊
び
に

来
て
け
ろ
じ
ゃ
～
！ 

(

訳
：
と
っ
て
も
、
ワ
ク
ワ
ク
す
る
お
祭
り
な
の
で
遊
び
に

来
て
く
だ
さ
い
～
！) 

 

■
今
後
の
校
友
会
世
田
谷
区
地
域
支
部
に
つ
い
て 

 

私
自
身
、
大
学
二
年
生
の
時
に
永
井
さ
ん
と
出
会
っ
た

こ
と
が
き
っ
か
け
で
校
友
会
の
存
在
を
知
り
ま
し
た
。
青

森
か
ら
出
て
き
た
て
の
私
に
は
、
学
生
の
う
ち
か
ら
社
会

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
と
触
れ
合
え
る
機
会
が
と
て

も
貴
重
で
し
た
。
そ
し
て
社
会
人
に
な
っ
た
今
は
よ
り
校

友
会
で
出
会
っ
た
皆
様
に
仕
事
や
ね
ぶ
た
の
活
動
な
ど
力

強
い
応
援
を
い
た
だ
け
て
お
り
本
当
に
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。 現

在
の
世
田
谷
区
地
域
支
部
の
割
合
と
し
て
四
十
代
以

上
が
メ
イ
ン
で
、
二
十
代
・
三
十
代
が
そ
こ
ま
で
多
く
な

い
と
い
う
実
態
で
す
。
で
す
の
で
、
私
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と

し
て
は
、
全
支
部
の
中
で
一
番
若
手
が
多
い
組
織
作
り
に

貢
献
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
明
治
の
伝
統
が
若
手
に
も

受
け
継
が
れ
、
ち
ょ
っ
と
困
っ
た
時
に
相
談
で
き
る
先
輩

や
仲
間
が
い
る
と
い
う
よ
う
な
、
あ
っ
た
か
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
世
田
谷
区
地
域
支
部
が
な
る
と
い
い
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

定
期
的
に
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
是

非
皆
さ
ん
に
も
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
と
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
何
卒
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

ご
寄
附
の
お
願
い 

  

世
田
谷
区
地
域
支
部
の
活
動
は
、
会
員
の
皆
様
の
ご

寄
附
と
東
京
都
西
部
支
部
に
納
入
し
て
く
だ
さ
っ
た
会

費
と
ご
寄
附
の
半
額
に
相
当
す
る
還
付
金
と
に
よ
り
運

営
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

一
年
を
通
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
応
援
、
競
馬
鑑
賞
等
の

親
睦
行
事
は
も
と
よ
り
受
益
者
負
担
で
す
が
、
校
友
会

を
は
じ
め
大
学
や
学
生
行
事
等
の
支
援
に
伴
う
支
出
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
寄
附
金
収
入
の
増
強
が
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
鑑
み
、
本
地
域
支
部
校
友
会
活

動
の
さ
ら
な
る
充
実
・
拡
大
の
た
め
に
ご
寄
附
に
よ
る

皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。 

  
ご
寄
附
に
つ
い
て
（
一
口
、
千
円
） 

 
 

 

一
口
以
上
、
何
口
で
も
お
受
け
い
た
し
ま
す
。 

 
 

 

な
お
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
も
受
付
し
て
お
り

ま
す
。 

【
振
込
先
】
ゆ
う
ち
ょ
銀
行 

口
座
名
義 

明
治
大
学
校
友
会
世
田
谷
区 

地
域
支
部 

口
座
番
号 

00160-6-
502926

 

 

    

 

前
号
で
の
お
願
い
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
、
次
の
皆
様

か
ら
、
総
額
十
八
万
三
千
五
百
円
の
ご
寄
附
を
頂
戴
し

て
お
り
ま
す
。
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 （
敬
称
略
・
順
不
同
／
二
〇
一
九
年
八
月
一
日
現
在
） 

  
 

牧
野
義
之 

 
 

吉
浦
勇 

 
 
 

府
川
幸
重 

 
 

松
永
二
三
男 

 

本
橋
尚
樹 

 
 

谷
本
浩 

 
 

永
井
伸
彦 

 
 

西
村
俊
雄 

 
 

坊
坂
貞
康 

 
 

宮
里
奎 

 
 
 

篠
原
真
一 

 
 

平
山
茂 

 
 

紀
平
了 

 
 
 

三
田
民
生 

 
 

坂
野
良
行 

 
 

山
浦
仁 

 
 
 

石
田
一
子 

 
 

立
石
靖
彦 

 
 

沖
倉
誠
司 

 
 

荒
木
義
一 

 
 

高
橋
喜
作 

 
 

篠
田
忍 

 
 
 

植
田
茂
男 

 
 

大
瀬
正
明 

 
 

大
西
恵
理 

 
 

飯
田
啓
喜 

 
 

一
杉
喜
美
雄 

 
 

大
畑
清
一
郎 

 

小
川
廣
男 

 
 

渡
辺
正
樹 

 
 

立
石
由
利
子 

 

武
田
忍 

 
 
 

森
正
昭 

 
 

山
本
耕
司 

 
 

戸
田
悠
介 

 
 

石
井
仁 

 
 

金
井
健
至 

 
 

棧
康
子 

 
 
 

大
西
章
公 

 
 

能
口
尚
士 

 
 

山
本
則
明 

 
 

渋
江
昭
二 

 
 

知
久
倭 

 
 
 

匿
名
一
名 

 

※
匿
名
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
ご
寄
附
の
際
に
そ
の
旨

お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

 

  


